
ロボット支援下鼠径ヘルニア修復術を開始しました。

01 精密な操作

多関節鉗子による
繊細な操作

02 良好な視野

高精細な3D画像で
手術部位を立体的に確認

03 低侵襲手術

小さな創から行う手術

当院では、2026年6月より、ロボット支援下鼠径ヘルニア修復術を開始しました。

本手術は保険診療の対象です。

患者さんの状態やヘルニアの特徴に応じて、適切な術式をご提案します。
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